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DNA複製 fociにおいて、ウイルス DNA複製関連因子 DBPがヒストン等の局在変化に関与している可能性
が示唆された。
審査の結果の要旨
本研究では、アデノウイルスを用いて生化学的および細胞生物学的に実験を進め、アデノウイルスの転写
制御について詳細な解析を行った。感染初期と後期におけるクロマチン構造と転写に関して、ウイルス由来
因子と細胞由来因子関の機能的関係を明らかにし、特にコアタンパク質、ヒストン H3.3、CTCFなどの因子
がどのようにアデノウイルスの転写制御に関与するかを示した。さらに、この系でみられるクロマチン構造
変換制御が初期発生と類似した点にまで考察を行い、アデノウイルスのクロマチン構造変換が発生時と類似
の制御を受けている可能性を示したことは、高く評価される。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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